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巴中学校学校運営協議会  
                                                                             PTA 三役会  

巴中学校 知ってよかった講座 vol. 5 

中村誠司先生の「進路が変わるときⅡ」 

＊＊＊ 私はなぜ教員をやめて葬儀屋を始めたのか ＊＊＊ 

   

 

 

 

 

 

  

    日時 10 月２２日（水） 18 時 30 分より（18 時より開場いたします） 

会場  巴中学校（参加人数によって会場を決定いたします） 

     ※ スリッパや上靴をお持ちください。  

  ＊＊＊講師紹介＊＊＊ 

   

                                     

 

 

 

 

 

 

【 申し込み方法 】 
 参加ご希望の方は、１０月１７日までに、こちらのフォームからお申し込みください。 →  

保護者や地域の皆さんはもちろん、生徒の皆さんも参加できます。 

 

お問い合わせ先 ： ０１３８－３１－５４８２（地域コーディネーター ： 吉村小織） 

巴中学校 保護者と教職員の皆様 

巴中校区小学校関係者と地域の皆様 

 人生の転機は誰にでもやって来るものかもしれません。 が、これほど大きくハンドルを切った

方も珍しいのではないかと思います。 関係者のお話を聞く限り、みんな口を揃えて「彼は良い先

生だった」とおっしゃいます。 それでも４８歳で、転職。 しかも第 2 の人生を葬儀屋として生きる

選択をした背景に、いったい何があったのでしょうか。 同僚は、家族は、その時どう反応したので

しょうか。 葬儀屋さんのほかにもたくさんの顔を持つ中村さんの、死生観、人生観を聞かせてい

ただき、自分の人生を考えてみませんか。 

 中村誠司（なかむら せいじ）さん 

1968 年函館市生まれ。平成 4 年北海道教育大学函館分校（養護学校課程）

卒業。 

 大学卒業後は、渡島管内の小学校、北海道教育大学附属養護学校（小、中、

高等部）、同附属幼稚園、函館市内の小学校教諭を経て、平成 28 年 3 月に教

員を退職。市内の葬儀会社に勤務後独立し、葬儀会社を創業。葬祭業を営む傍

ら、学童保育所を経営するＮＰＯ法人理事長。視覚障害者等向けの居住施設の

理事。また、罪を犯した方々の更生を支援する保護司も務める。家族は、薬剤

師の妻、既に社会人となっている二女がいる。的場町在住。趣味は、もっぱら

「家呑み」でワインや日本酒を楽しむ。 


